
（少なくとも3日は自力で生活できるように準備しましょう）

（ファスナー付ビニールケースに入れておくと防水にもなります）

（とっさの場合に持ち出せるように準備しましょう）

1
〜
2
日
目

3
〜
7
日
目

●飼い主自らの安全を確保すること

●平常時から適正な飼育（健康面・しつけなど）

●ペットと共に避難

　　→ 災害時にペットを適切に飼育するための絶対条件

　　→ 最も有効な災害対策

　　→ 災害時はペットを落ち着かせ、逸走・けが等に注意

カセットコンロ・ボンベ

缶詰

フリーズドライ食品
（スープなど）

乾物

漬物

家庭菜園

乾麺　
（ラーメン・パスタなど）

●ヘルメット、帽子などをかぶる。
●非常時持ち出し品はリュックサックに
　入れて背負う。（両手が使えるように）
●長袖・長ズボンを着用する。
●軍手や手袋をはめる。
●靴は底の厚い、履き慣れたものを着用する。
●夜間は懐中電灯を持つ。

●避難する前にもう一度火元を確認する。
●ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーも切る。
●持ち出す荷物は最小限にする。
●避難する時は、狭い道やブロック塀、自動販売機
のそば、川べり、ガラスや看板の多い場所を避ける。
●子ども、障がい者、高齢者など避難行動要支援者が
はぐれないよう配慮をしながら避難する。

●常に助け合いの精神で過ごしましょう。
●定められた共同生活のルールを守りましょう。
●避難所運営は避難者自らが行う自主運営とし、積極的
に避難所運営に協力しましょう。
●間違いのないよう所持品には記名し、1か所にまとめておきましょう。

●ゴミは分別して所定の場所へ出しましょう。
●トイレはきれいに使いましょう。
●清掃などは協力して定期的に行い、清潔な状態を保ちましょう。

●車いすのひとが通行できるよう段差をつくらないなど、
バリアフリーに配慮しましょう。
●おむつ交換や着替えなどができるように、別室の確保や
間仕切りやカーテンでスペースを設けるなどしましょう。
●避難所の運営には女性も加わり、女性の意見も取り入れ
た避難所運営を行いましょう。

●余震など災害の危険が続く恐れもありま
す。危険な場所には近づかないなど十分注
意し、異常を見つけたら運営組織等に報告
しましょう。
●避難所には不特定多数の人が出入りします。不審
なことに気づいたら、運営組織等に報告しましょう。
●共有スペースは火気厳禁です。喫煙等は決められ
た場所を守りましょう。

●「同行避難」とは、被災者とペットが同一の居住スペースで生
活可能な「同伴避難」と異なり、ペットの飼育は人の居住ス
ペースではなく、風雨のしのげる場所でケージに入れて飼育
していただくことを指します。

●避難所生活に適応できるよう、日頃から必要なしつけと健康
管理を行いましょう。避難者への迷惑となる行動を防止する
と共に、ペット自身のストレスの軽減にもつながります。

●避難先において、ペットの飼育に必要なものは、飼い主が用意する必要があ
ります。飼育に必要なものは、少なくとも５日分（可能であれば７日分以上）は、
用意しておきましょう。

●同行避難が可能なペットは、犬や猫などの小型の哺乳類、鳥類を対象としま
す。人に危害を加えるおそれのある大型動物や危険動物、ワニガメやニシキ
ヘビなどの特定生物や特定外来生物に指定された動物や設備環境により、飼
育が困難な動物は含みません。

常に飼い主としての責任を果た
す「心構え」を持つことです。
ペットを飼う権利と共に果たさ
ねばならない義務を常に意識
し、平常時から災害に対する「十分な備え」をしましょう。
耐震補強などにより自宅の被害が少なく、また物資の備蓄をす
ることで、災害時でも在宅で生活できることが、ペットにとっても
大切なことです。

災害からペットを守ることができるのは、飼い主だけです。
自分が無事であることと共に下記の3点が重要となります。

冷蔵庫に食材を買い置きし、冷凍庫にもご
飯や食パン、野菜、冷凍食品などの備蓄を。

食パンや野菜等は自然解凍に
より食べる
事も可能。

氷は溶かして飲料水
として活用も
可能。

カセットボンベ1本で約60分使用可能。
1ヶ月で約15本必要（1日30分
使用の場合）。

停電時、クーラーボックスや保冷
剤等を活用して食材の保存を。

停電時等、冷蔵庫の食材や非
常食を調理するために必須。

ミネラル・食物
繊維の補給を。

伝統的な保存方法で。

ゆで時間の短いものを。

庭やベランダ等も活
用して菜園を。

スープ類は食欲が無い時
でも摂取可能。野菜や果物の缶詰で栄養を。

memo

ペットがいる家庭

乳幼児・高齢者がいる家庭おりものシート、生理用品女性の場合

おもちゃ、お菓子子どもがいる家庭

オムツ、液体ミルク、常備薬、おしりふき、離乳食、使い捨て哺乳瓶

ペットフード、水、トイレ用品、予備の食器、療法食、薬、ケージ、キャリーバック、首輪

※上記の日数・組み合わせは一例です。ローリングストック法などで1週間分の非常食を蓄えておくとより安心です。
※1週間分の飲料水、また生活用水も備えましょう。飲料水は一人1日3リットル×家族分の準備を。

その他のアイデア

冷蔵庫・冷凍庫の食材を活用

ローリングストック法で備蓄した非常食を活用

非常時持ち出し品

備蓄品

まとめておきたい大切な物

携帯ラジオ
懐中電灯・ヘッドライト
予備の乾電池
携帯電話の充電器・バッテリー
栄養補助食品
アメ・チョコレート
飲料水

マイナンバーカード・保険証
預金通帳
身分証明書（免許証など）

印鑑
おくすり手帳
家族の写真

救急用品（ばんそうこう、包帯、常備薬など）
持病の薬と医療器具
マスク・体温計・アルコール消毒液
現金（小銭を含む）
防災用ホイッスル・防犯ブザー
軍手

ライター・マッチ
使い捨てカイロ・うちわ
缶切り・ナイフ
レジャーシート
ヘルメット（頭を守るもの）
上履き・靴入用のビニール袋
毛布・寝袋

筆記用具（油性マジックを含む）
洗面用品（タオル、歯磨き用品）
下着・靴下
長袖・長ズボン
防寒着・雨具
アイマスク・耳栓
携帯トイレ

食品（レトルト食品、アルファ化米、缶詰など）
野菜ジュース
飲料水（一人1日3リットル程度）
給水用ポリタンク
テープ類（養生テープなど）

ティッシュペーパー・ウェットティッシュ
紙皿・紙コップ・割り箸・使い捨てスプーン
ビニール袋
カセットコンロ・ボンベ
ラップフィルム

水のいらないシャンプー
工具セット
簡易トイレ
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避難するときに最初に持ち出すのが「非常時持ち出し品」。災害直後から混乱が収まるまでの数日間、自給自足するための物資が
「備蓄品」です。以下は一例です。特に「非常時持ち出し品」は、持って逃げられる量にしましょう。

普段から少し多めに食材、加工品を買っておき、使ったら使った分だけ新しく買い足していくことで、常に一定量の食料を家に備蓄
しておく方法をローリングストック法といいます。
ローリングストック法のポイントは、日常生活で消費しながら備蓄することです。また、食料だけでなく、日常使いできる生活用品
（ウェットティッシュ、カセットコンロ、カセットボンベ、乾電池、使い捨てカイロなど）にも応用することができます。

避難するときの服装 避難時のポイント

共同生活 生活環境を衛生的に

避難行動要支援者やプライバシーへの配慮

安全にも配慮を

その他備蓄しておくと良いもの

避難行動の留意点 備蓄品および非常時持ち出し品

ローリングストック法

飼い主の役割とは ペットを守ること

ペットの同行避難

飼い主のためのペット同行避難マニュアル

避難所での心得

備蓄品および非常時持ち出し品

災害時のペット対策

避難時の心得
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